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こととウイルス消失はm を認めていたことか

ら,20週目にPEG-IFN+RBV中Lllに踏み切っ

た.その後,外来経過観察 しているが肝機能障害

は改善 し,ウイルスの再燃は20週確認されてい

ない.

g考察】自己免疫性肝炎2型の疾患頻度自体が
多くないことと,PEG-王FN+RBV療法を20週

間目で中止二したが,その後 20週緩現在でもウイ

ルス再燃ないことより報告する. これまでに

CHCの治療にインターフェロン (IFN)を選択

し,IFN治療後に肝機能障害の増悪をきたした症

例や,免疫異常が惹起 されて白己免疫疾患が誘発
された症例が報告されており,HCV感染のある
AIH症例の診断や治療法選択には注意が必要で
ある.

23 部分的牌動脈塞栓術施行後インターフェロ

ン導入したC型慢性肝疾患の治療成績
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ほ 的】肝細胞癌 死 亡者数は増加傾向にあり,

約 800/OがC型肝炎を背景疾患として持ち,肝線

維化が進行すると高率で肝細胞癌が発症する.肝

細胞癌の予防にはウイルス排除が最も効果的で

あり,インターフェロン (夏どN)治療が広く行わ

れている.しかし,線維化が進行すると血小板減

少を来すため,十分量のIFN治療が困難となり,

そのために治療成績は不十分なものとなってい

る.そこで,近年牌摘ならびに部分的牌動脈塞栓

節 (PSE)が行われた後にIFN治療が行われて

いる.当科におけるPSE後の IFN治療成績並び

に今後の展望について考察した

E方法】対象は2009年 1月から2011年 12月に

肝細胞癌発症のない C型慢性肝疾患に対 して

PSE施行後にIFN治療を導入した全 11例で年齢

は45-75歳 (中央値 62歳),男性 6例,女性 5

例,全例がセロゲル-プ1型で,高ウイルス豊で

あった.PSEは高塚法に準じて行った.PSEの回

数は全例で 1回,梗塞率の中央値は59.3%,PSE
前後で血小板値は平均値で7.1万から15.8万ま

で 卜付した.IFN洋減車はPEC.-IFNlL2b/RIi＼/'が4

例 ,IFNβ先行 PEGHFNα2b/RBVが 5例,

PEGIFNα2b/RBV/TVRが2例であった.Ps濫

前後,IFN治療中,治療後の血小板値,AFP値,

ALT値,血清Alb値並びにSVRに関 して検討 し

た.

ど成績】svR判定可能 4例中2例にSVRが得 ら

れた.PSE前後で鹿小板値は全例とも上昇 し,

IFN治療によって一時的に低下するがIFN治療

終了後には再上昇が見られた.血清Alb値も同様

に IFN治療前は3.2g/dl,治療終 丁後は3.8g/dl

と上昇傾向が見られた.AFP値もPSE稜IFN導

入によって低下傾向が認められた.ALT値につい

ても低下傾向が認められた.

【結論】血小板低値C型慢性肝疾患症例に対し

てPSEを施行する事でIFN治療が導入でき,ウ

イル ス排除だけでなく血清朗b値を含めた肝予

備能の改善や肝炎鋳静化,さらにはAFP値の低

下を認める事から発癌抑制へも貢献 しうると考

える.

2･I PEG-IFNcE2b+RB172週治療後に早期再
燃したが,PEGASYS少量長期投与にてSVR

に至ったC型慢性肝炎の 1例
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【緒言】プロテア-ゼ阻害薬 の登場 によ り難治

性 とされるgemotypelb,高ウイル ス量症 例 の

SVRも高い確率で狙える時代になってきた.しか

し,その強い副作用などから恩恵を受けられない

症例も少なくない.PEG-IFNα2a少量長期投与

を行いSVRとなった症例を報箆する.

症例は50歳代の女性.初回治療の天然型 IFN

α24遇治療では再燃.2次治療としての王FNα


